
第２回全国特別支援学校フットサル大会 北信越大会 開催要項 

 

１ 目  的  本大会は、特別支援学校生徒がフットサルを通して、日々、鍛錬してきた成果を踏まえ、自

校生徒間のチームワークを深めるとともに、他校生徒に敬意を持って接し、もつて広く社会

性を養い、就労への意欲を高めて、インクルーシブ社会の実現に向けた当事者としての成長

に寄与することを目的として開催する。 

 

２ 主  催  一般財団法人日本ライオンズ 

 

３ 共  催  一般社団法人北信越サッカー協会 

 

４ 主  管  一般社団法人石川県サッカー協会 

 

５ 後  援  スポーツ庁、全国特別支援学校長会、石川県教育委員会 

 

６ 協  力  株式会社モルテン、ヴィンセドール白山、北信越サッカー協会フットサル委員会、 

石川県サッカー協会フットサル委員会、特定非営利活動法人FC.TON 

 

７ 日  時  令和５年９月１０日（日） ９：４０～１４：００ 

 

８  会  場  ジョイアクロス「アクロス館」（アクロス高松） 

かほく市内高松二12番地  TEL 076-281-8000  ＪＲ七尾線高松駅徒歩10分 

 

９ 日  程   ９：４０～ 開会式（全チーム参加） 

        １０：１０～ 競技 

               Ⅰ 全国大会予選の部       Ⅱ 交流戦の部 

                      ※交流戦は、全国大会予選に参加しないチームの交歓会である 

１３：４０～ 閉会式（全チーム参加）    

 

10 参加資格  ① 原則として、単一の特別支援学校・養護学校での参加とし、同一校の生徒であるならば、

障がい種別は問わない。対象は、高等部生徒で、基本的なルールやリスペクトの精神が理

解でき、フットサルの試合に耐えうる体力を有する者とする。 

② 1チームは、選手3～15名、引率（チーム役員）1～5名、計4～20名で編成する。 

全国大会予選の部は、試合ごとに出場できる選手は各チーム8名まで、ベンチ入り役員は

3名までとする。（全国大会は、選手8名まで、引率3名までとなっている） 

交流戦の部は、全試合、エントリー選手全員が出場できる。ベンチ入り役員は3名までと

する。 

        ③ 選手数が不足している特別支援学校・養護学校の複数チームによる「合同チーム」は交流

戦への参加を認める。なお、合同チームは、「A養護学校・B高等特別支援学校」等の学

校名で編成する。 

④ 同一校から、全国大会予選と交流戦の同時参加を認める。ただし選手はいずれかのエント

リーとする。また、同一校から、全国大会予選または交流戦への複数参加は認めない。 

 



11 試合形式   全国大会予選‥‥参加チーム数によって、リーグ戦かトーナメント戦、あるいはリーグ戦と  

トーナメント戦を併用する。各チーム最低３試合出来るよう配慮する。 

        交流戦‥‥‥‥‥各チーム最低２試合出来るよう配慮する。ただし、参加チーム数が３チー 

ム以上とならなかった場合は、交流戦を開催しない。 

        試合時間は、ランニングタイムで10分ハーフを基準とするが、参加チーム数によっては変更

する場合もある。 

 

12 競技規則   競技規則は、原則、（公財）日本サッカー協会発行「フットサル競技規則2022/2023 」によ

る。ただし、本大会独自の規定を定める部分もある（参加チームには後日連絡）。 

 

13 表  彰  ① 全国大会予選の部の、優勝、準優勝、3位のチームまで表彰する。 

        ② 優勝した学校は、令和5年2023年11月4日(土)開催の全国特別支援学校フットサル大会

（福岡県福岡市）へ出場資格を得る。なお、都合により出場できない場合は、準優勝校以

下、上位校に参加優先権が与えられる。 

 

14 参加申込  ① 所定の「参加申込書」および「プライバシーポリシー同意書」を大会事務局に郵送で提出

すること。 

        ② 締切     ２０２３年７月１９日（水）必着 

        ③ 大会事務局  〒９２０－００１４ 石川県金沢市諸江町２７－１２ 

                          特定非営利活動法人ＦＣ．ＴＯＮ  辰巳義和 

 

15 参 加 料  無料 

 

16 そ の 他  ① 大会開催地までの移動に係る合理的な往復交通費は、予算の範囲内で各校に助成する。 

      ※原則として、最大、選手8名分と引率者3名分の、学校最寄りのＪＲまたは私鉄の駅

からＪＲ高松駅までの往復運賃（障がい者割引適用）を助成する。 

       ※1 参加チームが少ない場合は、予算の範囲内で貸し切りバスの料金を助成する。その

場合は、別途当該校に連絡する。 

       ※2 参加チームが多い場合は、助成額を減額することがある。その場合は、別途当該校

に連絡する。 

② 大会会場から遠隔にある学校は、予算の範囲内で前泊の宿泊費を助成する。 

③ 参加校責任者は、自校及び他校生徒等への努力・敬意・勝者への称賛等を大事にする心を

持つよう、(公財)日本サッカー協会「リスペクト宣言」を事前に指導する。 

④ 大会参加にあたって、各チームは旅行及びスポーツ傷害保険等の加入手続きを済ませる

（日本スポーツ振興センター災害共済給付に加入している場合はこれに代わるものとす

る）。 

⑤ 大会当日のチーム構成員分の昼食弁当（前々日までに受け付けたエントリー表の数）は、

大会運営側で準備する。 

⑥ チーム構成員および関係者・保護者、大会役員・スタッフは、所定の健康チェック表を、

当日、大会本部に提出すること。 

⑦ その他詳細情報は、大会参加申込をした各校に別途案内する。 

⑧ 地域予選及び全国大会をまとめた記録集が作成される予定となっています。写真掲載 NG

の選手はエントリー表（参加チームには後日連絡）の備考欄でお知らせください。 


